
(57)【要約】

【課題】付加的な加工工程を用いずに、平滑なせん断端

面を得るこのできる、打抜き加工装置及び方法を提供す

ること。

【解決手段】ポンチ金型２、ダイス金型３およびしわ押

さえ金型４の組み合わせにより構成される金属板の打抜

き加工装置において、ポンチ金型の移動に連動した、し

わ押さえ金型の加圧手段を有する打抜き加工装置。この

加工装置を用いて金属板の打抜き加工を行うに際し、し

わ押さえ金型４の加圧範囲を、ポンチ金型２の外径より

大きく、金属板１の板厚の２倍以下とする打抜き加工方

法。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ポ ン チ 金 型 、 ダ イ ス 金 型 お よ び し わ 押 さ え 金 型 の 組 み 合 わ せ に よ り 構 成 さ れ る 金 属 板 の 打
抜 き 加 工 装 置 に お い て 、 ポ ン チ 金 型 の 移 動 に 連 動 し た 、 し わ 押 さ え 金 型 の 加 圧 手 段 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 打 抜 き 加 工 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
ポ ン チ 金 型 、 ダ イ ス 金 型 お よ び し わ 押 さ え 金 型 の 組 み 合 わ せ に よ る 金 属 板 の 打 抜 き 加 工 方
法 に お い て 、 し わ 押 さ え 金 型 の 加 圧 範 囲 を 、 ポ ン チ 金 型 の 外 径 よ り 大 き く 、 金 属 板 の 板 厚
の ２ 倍 以 下 と す る こ と を 特 徴 と す る 打 抜 き 加 工 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
し わ 押 さ え 金 型 の 最 大 加 圧 力 を 、 金 属 板 の 降 伏 応 力 よ り 大 き く す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ 記 載 の 打 抜 き 加 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 金 属 板 の 精 密 打 抜 き 加 工 に 関 し 、 特 に 打 抜 き 加 工 後 に 平 滑 な せ ん 断 端 面 形 状 を
得 る た め の 加 工 装 置 及 び 加 工 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 プ レ ス 加 工 に よ る 板 材 の せ ん 断 加 工 で は 、 一 般 に ポ ン チ 金 型 が 板 材 に 食 い 込 む 途 中
で 、 せ ん 断 方 向 に 亀 裂 が 発 生 ・ 進 展 す る た め 、 打 抜 き 加 工 後 の せ ん 断 端 面 に は 、 図 ３ に 示
す よ う に 、 平 滑 な せ ん 断 面 と 凹 凸 の あ る 破 断 面 が 現 れ る 。 こ の よ う な 破 断 面 を 有 す る 部 材
は 、 切 り 欠 き 効 果 に よ り 疲 労 強 度 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ に 対 し て 、 平 滑 な せ ん 断 端 面 を 得 る た め 、 種 々 の 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 す な わ ち 、
加 工 後 端 面 を 研 磨 し て 平 滑 に し た り 、 切 り 欠 き 部 に シ ョ ッ ト ピ ー ニ ン グ を 施 し て 面 を な ら
す と 共 に 局 部 残 留 応 力 の 開 放 、 圧 縮 残 留 応 力 の 付 与 に よ り 疲 労 強 度 を 向 上 さ れ る 方 法 、 事
前 に 打 抜 き 部 近 傍 に コ イ ニ ン グ 加 工 を 施 す 方 法 （ 特 許 文 献 １ ） 、 あ る い は 、 打 抜 き 後 の 切
り 欠 き 部 に コ イ ニ ン グ 加 工 を 施 す 方 法 （ 特 許 文 献 ２ ） 、 ま た あ る い は 、 段 付 ポ ン チ 金 型 を
用 い て せ ん 断 と コ イ ニ ン グ を 同 時 に 行 う 方 法 （ 特 許 文 献 ３ ） な ど が あ る 。
ま た 、 破 断 面 の 無 い 、 打 ち 抜 き を 行 う た め 、 ナ イ フ エ ッ ジ 状 の Ｖ リ ン グ を 持 つ 板 押 さ え と
逆 押 さ え を 用 い た フ ァ イ ン ブ ラ ン キ ン グ や 、 上 下 抜 き が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ２ － ２ ８ ０ ９ ２ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ６ － ５ ７ ３ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 ２ － １ ４ ７ １ ２ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 述 し た 、 後 処 理 で 、 研 磨 や ピ ー ニ ン グ 処 理 を 施 す 方 法 は 、 著 し く 生 産 性 が 低 下 し て 、 コ
ス ト 増 大 を 招 く 。 ま た 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 等 で 開 示 さ れ て い る 打 抜 き の 前 後 で コ イ
ニ ン グ 加 工 を 施 す 方 法 は 、 多 段 加 工 を 行 う プ レ ス 機 の 能 力 に 余 裕 が 無 い 場 合 は 適 用 で き ず
、 さ ら に 、 だ れ ・ か え り を 少 な く す る こ と は で き て も 、 せ ん 断 端 面 を 平 滑 に す る 効 果 は 期
待 で き な い 。 同 様 に 、 特 許 文 献 ３ で 開 示 さ れ て い る よ う に 、 同 時 加 工 で あ っ て も 、 コ イ ニ
ン グ 加 工 を 施 す 方 法 は 、 せ ん 断 端 面 を 平 滑 に す る 効 果 は 期 待 で き な い 。 ま た 、 フ ァ イ ン ブ
ラ ン キ ン グ や 上 下 抜 き は 、 複 雑 な 機 構 を 有 す る プ レ ス 機 が 必 要 で あ り 、 設 備 費 が 増 大 す る
、 と い う 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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こ れ に 対 し て 本 発 明 は 、 既 存 の プ レ ス 機 を 用 い て 、 工 程 数 を 増 や す こ と な く 、 容 易 に 適 用
で き る 、 だ れ ・ か え り を 少 な く す る と 共 に 、 せ ん 断 端 面 を 平 滑 に す る 加 工 装 置 及 び 方 法 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
係 る 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 手 段 は 、 以 下 の と お り で あ る 。
（ １ ） ポ ン チ 金 型 、 ダ イ ス 金 型 お よ び し わ 押 さ え 金 型 の 組 み 合 わ せ に よ り 構 成 さ れ る 金 属
板 の 打 抜 き 装 置 に お い て 、 ポ ン チ 金 型 の 移 動 に 連 動 し た 、 し わ 押 さ え 金 型 の 加 圧 手 段 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 打 抜 き 加 工 装 置 。
（ ２ ） ポ ン チ 金 型 、 ダ イ ス 金 型 お よ び し わ 押 さ え 金 型 の 組 み 合 わ せ に よ る 金 属 板 の 打 抜 き
方 法 に お い て 、 し わ 押 さ え 金 型 の 加 圧 範 囲 を 、 ポ ン チ 金 型 の 外 径 よ り 大 き く 、 金 属 板 の 板
厚 の ２ 倍 以 下 と す る こ と を 特 徴 と す る 打 抜 き 加 工 方 法 。
（ ３ ） し わ 押 さ え 金 型 の 最 大 加 圧 力 を 、 金 属 板 の 降 伏 応 力 よ り 大 き く す る こ と を 特 徴 と す
る （ ２ ） 記 載 の 打 抜 き 加 工 方 法 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 図 面 を 用 い て 詳 細 を 説 明 す る 。
前 記 （ ２ ） 、 （ ３ ） に 記 載 の 発 明 に 係 る 打 抜 き 方 法 を 用 い た 、 前 記 （ １ ） の 発 明 に 係 る プ
レ ス 金 型 装 置 の 断 面 図 を 図 １ に 示 す 。 図 １ は 初 期 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 加 工 中 の 断 面 図 を
図 ２ に 示 す 。
金 属 板 １ は 、 ポ ン チ 金 型 ２ の 下 降 に よ り 、 ダ イ ス 金 型 ３ と ポ ン チ 金 型 ２ と の 間 で 、 せ ん 断
に よ り 分 離 さ れ る 。 ポ ン チ 金 型 ２ の 下 降 に 伴 い 、 押 さ え 金 型 ４ に よ っ て 板 材 １ は ダ イ ス 金
型 ３ に 押 し 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 図 ２ に 示 す よ う に 、 押 さ え 金 型 ４ と 支 持 金 型 ７ の 間 に 固 定 さ れ た ば ね ５ の 弾 性 変 形 に
よ り 、 ポ ン チ 金 型 ２ の 下 降 に つ れ て 、 押 し 付 け 圧 力 が 増 大 す る こ と に な る 。 こ の 時 、 押 さ
え 金 型 ４ と 金 属 板 １ の 接 触 部 ６ の 幅 を ポ ン チ 金 型 ２ の 外 径 よ り 大 き く 、 金 属 板 １ の 板 厚 の
２ 倍 以 下 と す る こ と で 、 せ ん 断 端 面 近 傍 に は 大 き な 圧 縮 応 力 が 発 生 す る 。 接 触 部 ６ の 幅 が
大 き い と 、 十 分 な 圧 縮 応 力 が 得 ら れ な い た め 、 多 く と も 板 厚 の ２ 倍 程 度 以 下 の 範 囲 に す る
必 要 が あ る 。 ま た 接 触 部 ６ の 幅 が 小 さ 過 ぎ る と 、 押 さ え 効 果 が 不 十 分 に な り 、 板 材 １ が 跳
ね 上 が り 、 せ ん 断 加 工 中 の 亀 裂 発 生 を 防 止 す る 効 果 が 得 ら れ な い の で 、 ポ ン チ 金 型 ２ の 外
径 よ り 大 き く す る 。 そ の 結 果 、 せ ん 断 加 工 中 の 亀 裂 発 生 を 防 止 し 、 平 滑 な せ ん 断 面 の み か
ら な る 端 面 形 状 が 得 ら れ る 。
ま た 、 せ ん 断 加 工 中 の 亀 裂 発 生 を 防 止 す る た め に は 少 な く と も 、 金 属 板 の 降 伏 応 力 よ り も
大 き く す る 必 要 が あ り 、 そ れ 以 下 で は 十 分 な 効 果 が 得 ら れ な い 。 ま た 、 ば ね の 弾 性 係 数 や
個 数 を 調 節 す る こ と で 、 適 正 な 圧 縮 力 を 得 る こ と が で き る 。
本 発 明 に お い て 、 金 属 板 と し て ア ル ミ 、 チ タ ン 、 鋼 等 の 板 を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 実 施 例 】
上 述 の 発 明 を も と に 、 本 発 明 例 と し て 図 １ に 示 す 金 型 装 置 を 試 作 し 、 薄 鋼 板 の 打 抜 き 加 工
を 行 っ た 。
用 い た 材 料 は 、 板 厚 ２ ． ３ ｍ ｍ の 軟 鋼 板 で 、 □ １ ０ ０ ｍ ｍ の 正 方 形 板 の 中 央 に 、 直 径 ２ ０
ｍ ｍ の 円 孔 打 抜 き を 種 々 の 条 件 で 行 っ た 。 実 験 は 、 押 さ え 金 型 の 接 触 幅 ａ 、 お よ び ポ ン チ
金 型 と ダ イ ス 金 型 と の ク リ ア ラ ン ス ｃ を 種 々 変 更 し て 行 い 、 打 抜 き 後 の 端 面 性 状 、 す な わ
ち 図 ３ に 示 さ れ る 板 厚 ｔ に 対 す る 平 滑 な せ ん 断 面 ｂ の 割 合 （ ｂ ／ ｔ ） を 評 価 し た 。 そ の 結
果 を 表 １ に 示 す 。
し わ 押 さ え に は 、 バ ネ 定 数 ５ ［ ｋ Ｎ ／ ｍ ｍ ］ の ば ね を ４ 箇 所 用 い た 。 表 中 （ ＊ １ ） 最 大 接
触 面 圧 は 、 ポ ン チ 金 型 下 死 点 （ ＝ ２ ． ３ ｍ ｍ ） で 接 触 面 に 発 生 す る 面 圧 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
比 較 例 と し て 、 鋼 板 全 面 を 押 さ え た 場 合 の 結 果 を 示 す が 、 加 圧 幅 を 板 材 の 板 幅 程 度 に 狭 く
し 、 接 触 部 の 面 圧 を 増 大 さ せ る こ と に よ り 、 平 滑 な せ ん 断 面 は 、 大 幅 に 増 大 す る こ と が 判
る 。 ま た ク リ ア ラ ン ス が 狭 い ほ ど 、 効 果 も 大 き い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ り 、 加 工 工 程 を 増 や す こ と な く 、 か つ 安 価 に 、 良 好 な 平 滑 端 面 を 得 る こ と が で
き 、 加 工 品 の 疲 労 強 度 や 孔 拡 げ 性 が 大 幅 に 向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 例 の 打 抜 き 加 工 方 法 を 用 い た プ レ ス 金 型 装 置 の 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 本 発 明 例 の 打 抜 き 加 工 方 法 を 用 い た プ レ ス 金 型 装 置 の 加 工 中 の 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 打 抜 き 端 面 形 状 の 断 面 図 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 金 属 板
２ 　 　 ポ ン チ 金 型
３ 　 　 ダ イ ス 金 型
４ 　 　 押 さ え 金 型
５ 　 　 ば ね
６ 　 　 接 触 部
７ 　 　 支 持 金 型
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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